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働
き
方
改
革
関
連
法
の
う

ち
、
主
に
労
働
時
間
に
関
す
る

部
分
が
4
月
か
ら
施
行
さ
れ
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
来
年
4
月
か

ら
は
同
一
労
働
同
一
賃
金
の
考

え
の
下
、
正
規
と
非
正
規
と
の

不
合
理
な
待
遇
差
が
禁
止
さ
れ

ま
す
。

　

変
更
さ
れ
た
制
度
内
容
や
問

題
点
は
生
じ
て
い
な
い
か
を
確

認
し
、
必
要
に
応
じ
て
改
善
策

を
求
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
同

一
労
働
同
一
賃
金
の
実
現
に
向

け
て
、
積
極
的
な
取
り
組
み
を

す
す
め
ま
し
ょ
う
。

　現在の国立大学や高専は、非正規職員の待
遇、職員間の待遇や賃金の複雑な差異、教育職
員の年俸制、非正規職員も含めた新規採用の抑
制、昇任人事の制限、多忙化など、様々な問題
をかかえています。真面目な人ほど余裕のない
状況に追い込まれています。
　そのような中、大学や高専と唯一団体交渉で
きるのが組合です。組合員が多ければ多いほど
影響力は強まります。
　待遇や給与などの問題をあきらめるのではな
く、まずは組合に入ってみませんか！あなたと
お話しができることを楽しみにしています。

　

 

時
間
外
労
働
の
上
限
規
制

⒀

⑤

　

上
限
内
に
収
め
る
こ
と
は
当

然
と
し
て
、
こ
の
機
会
に
改
め

て
業
務
改
善
を
進
め
、
時
間
外

労
働
を
必
要
最
小
限
に
と
ど
め

る
よ
う
求
め
ま
し
ょ
う
。

　

 

労
働
時
間
の
客
観
的
な
把
握

　

特
に
裁
量
労
働
制
の
教
員
に

関
し
て
、
健
康
確
保
が
趣
旨
で

あ
る
こ
と
を
労
使
で
し
っ
か
り

共
有
し
ま
し
ょ
う
。

　

そ
の
上
で
、
健
康
確
保
に
質

す
る
対
応
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

教
育
研
究
活
動
に
支
障
が
及
ぶ

よ
う
な
行
き
過
ぎ
た
管
理
強
化

に
な
ら
な
い
よ
う
求
め
ま
し
ょ

う
。

　

 

年
5
日
の
年
休
取
得

　

教
職
員
の
希
望
が
尊
重
さ
れ

て
い
る
か
、
計
画
年
休
の
場
合

は
自
由
に
取
得
で
き
る
休
日
が

十
分
に
確
保
さ
れ
て
い
る
か
な

ど
、
確
認
し
、
必
要
に
応
じ
て

対
応
を
求
め
ま
し
ょ
う
。

　

 

同
一
労
働
同
一
賃
金
に
向
け
て

　

全
大
教
非
常
勤
職
員
部
が
実

施
し
た
「
２
０
１
８
非
常
勤
職

員
労
働
条
件
調
査
」に
よ
る
と
、

回
答
の
あ
っ
た
約
40
単
組
の
う

ち
、
子
の
看
護
休
暇
を
有
給
と

し
て
い
る
法
人
が
10
弱
、
採
用

時
か
ら
年
休
を
付
与
し
て
い
る

法
人
も
10
以
上
、
病
気
休
暇
を

有
給
と
し
て
い
る
法
人
も
複
数

あ
り
ま
す
。
正
規
と
非
正
規
の

制
度
の
比
較
や
現
場
の
要
求
集

約
な
ど
を
す
す
め
ま
し
ょ
う
。

こ
の
部
分
の
法
律
の
施
行
は
来

年
４
月
か
ら
で
す
が
、
非
常
勤

教
職
員
の
皆
さ
ん
へ
組
合
加
入

を
呼
び
か
け
、
非
常
勤
教
職
員

の
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て
積

極
的
な
取
り
組
み
を
す
す
め
ま

し
ょ
う
。

　
　
　
（
書
記
次
長　

永
井 

信
）

　病院で看護師として働きな
がら、組合活動に参加してい
ます。現場で働く中で様々な
不満や、こんな職場だったら
働きやすいのに、と思うこと
が多々あります。個人ではた
だのつぶやきで終わってしま
いますが、組合は実際に病院に声を届けることがで
きます。医大懇では全国で活動する組合員と情報を
共有し、職場以外にも全国に自分の味方がいるのだ
と実感し、心強く感じています。組合は数が命で
す。皆さまのご加入をお持ちしています。

　大学・高専では女性教職
員の増加にともない、育休
代替者の確保やセクハラへ
の対応などの問題が、あら
ためて深刻化しているよう
です。また、大学附属病院
での看護師の労働強化や、
図書館や各種研究教育センター・産学連携セン
ターなど共同利用施設への、任期付き人員配置
の増加に性差別が重なるなど、いわゆる「学
部」の枠組みとは異なる組織形態で発生する女
性の問題も、増加しています。多様な問題の情
報を収集し対策を練るには、全国の様々な働き
方の女性教職員の方の、お声とお力が必要で
す。女性部の活動に、ぜひご参加ください。

全大教女性部長 全大教中央執行委員長

全大教青年部長 全大教病院協議会幹事
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　日頃全大教の活動にご理解
をいただきありがとうござい
ます。最近、「組合に入って
メリットがあるの？」「役員
になりたくない…」など加入
を断る人も増えています。
　しかし全大教は、いかなる
党派からも独立し、大学で働く人の権利と利益を守
るために結成されました。我々には働きがいと仲間
が、そして学問的刺激と時間的・精神的・経済的余
裕が必要です。今大学は、大学改革の真只中にあり
ます。それは様々な問題を投げかけています。いま
こそ教職員組合の出番です。会費を払っていただく
だけでも結構です。それぞれが自分のできることで
協力し、豊かな大学づくりにご参加ください。


